
環境デザインコース
総合情報学部 総合情報学科

　持続可能な社会を多様な関係者と共創し、マネジメントできる環

境分野のデザイナーを育成します。環境デザインコースは 3 つの教

育プログラムを用意しており、資源を有効に活用する技術とマネジ

メントを学ぶ「資源循環デザインプログラム」、自然環境と人間社会

の共存やカーボンニュートラルの実現に向けた「社会共創プログラ

ム」、公共の衛生環境の質の向上について知識と技能を身につける「環

境衛生プログラム」を用意しています。

　講義や実験実習は社会や自然との係わりをもったものが多く、地

域社会とのつながりを持った課題への対応、自然や動物を対象とし

たフィールドワークも必然的に多くなります。脱炭素社会の実現な

ど持続可能な社会開発の手法を学びたい、バイオマス資源のエネル

ギー化など有効活用のための技術を身につけたい、野生動物やイヌ・

ネコなどの伴侶動物の生態について研究したいといった夢の実現を

お手伝いします。

　また、理科の教員免許状（中・高）や「食品衛生管理者及び食品

衛生監視員」の任用資格を取得できるカリキュラムも用意してます。

環境分野のデザイナーを育てる！

多様な情報の収集・分析・活用を行い
地球環境の諸問題解決に寄与できる技術者を育てる

市瀬 実里
専門分野 : 分子生物学
　　　　　発達障害支援システム

山田 彩絹
1 年
諫早高等学校出身

在学生

学習意欲を刺激し、
主体性を育むカリキュラムが
想像を超える未来を呼ぶ

文系から目指す研究者
苦手科目を無事に克服し
食と健康を支える未来へ

　身近な人の病気をきっかけに「食と健康」にまつわる領

域に関心を持ち、食品衛生監視員の資格取得と遺伝子研

究に携わることを目指して当コースに進学しました。文系

出身のため、当初は理数科目に不安もありましたが、先生

方のサポートのおかげで無事に克服。誰もが基礎から学

べる環境が整っているのも当コースの魅力です。研究に重

点を置く本学では高い専門性を身につけ、将来は食と健

康の未来を支える研究者として活躍したいです。

　私のゼミには文系出身の学生も多数在籍していますが、

環境科学への興味が深まり、最終的に研究者や科学分析

者になる学生が多く、本コースの高い就職率に重ねて毎年、

驚かされています。これも早期から研究や実験に触れる機

会、長崎の多様な環境を活かした豊富なフィールドワーク

が学習意欲を刺激し、主体性を育む結果だと感じます。

活躍の場が広がるこの分野で、自分の可能性を信じ、想

像を超える未来を切り拓いてほしいと思います。

学生・教員紹介

より詳しい
インタビュー動画

こちらのQRより
ご覧いただけます！

准教授

❶実験器具を操作する学生　❷環境デザインコースが使用する実験室内の設備　❸授業「生態系の保全とビオトープ」 - 生物の

進化と生態系の成り立ちを理解します。また、現代社会の抱える自然環境問題について学び、長崎の企業や世界自然遺産地域に

指定された屋久島をケーススタディとして取り扱います。　❹授業「栄養化学」 - 食品成分の栄養機能、感覚機能、整体調節機

能について学びます。　❺太陽光パネルのイメージ画像　❻授業「省エネルギー工学」 - 省エネルギー工学関連科目の基礎とな

る授業です。ビル設備のエネルギー管理を行う際に扱う空調設備等を取り扱います。　❼風力発電のイメージ画像

❶

❷ ❸ ❹

❺ ❻ ❼

就職データ 主な研究
持田 浩治　教授　　　動物生態学、動物行動学、動物心理学

蒲原 新一　教授　　　環境マネジメント、環境情報システム

中道 隆広　准教授　　廃棄物処理、バイオマス利用

市瀬 実里　准教授　　分子生物学、発達障害支援システム

資源循環デザインプログラム

社会共創プログラム

環境衛生プログラム

プログラム

社会共創プログラム資源環境デザインプログラム

　モノやサービスの生産から消費への一方向の流れでなく、資源やエ

ネルギーを循環させる社会の構築に必要な技術とマネジメントについ

てを専門的に学ぶことができるプログラムです。特に、木材や家畜汚

泥等からバイオマスエネルギーを生成する技術やその利用に関しての

関係者間のネットワークづくりを実践的に学びます。

　持続可能な社会であるためには、安全・安心が確保された中で、多

様な価値観を持つ人々・野生動物や犬や猫などの伴侶動物・豊かな自

然が共存し共生できること、カーボンニュートラルが実現されることが

必要です。このような社会づくりにおいて必要な調査や分析に基づく

デザイン能力を培います。

環境衛生プログラム

　公共の健康を保護し環境の質を向上させるためには、水や空気・土

壌などの衛生を管理し、安全な生活環境を提供する必要があります。

有害物質や微生物による環境汚染とその管理に関する知識と技能だけ

でなく、様々な環境で生息する動物や人間の行動や心理についても学

びます。（このプログラムは「食品衛生管理者及び食品衛生監視員」

任用資格取得につながります。）
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NEW !
人・もの
自然の関係
創り 化学・生物

100%
就職内定率

(2024 年 3月卒業生 )

技術サービス勤務（33%）
建設業勤務（20%）
大学院進学（13%）
サービス業勤務（13%）
金融業勤務（7%）
製造業勤務（7%）
小売業勤務（7%）




